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ステークホルダー信頼関係図を用いたビジネストラスト分析手法
Business Trust Analysis Method with a Trust Relationship Map of

Stakeholders
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あらまし
デジタル化，ニューノーマルなど社会が大きく変化す
る昨今，企業は持続可能なビジネスのために，市場・産業
の変化への柔軟な対応や，個人に寄り添った価値提供が
求められる．そこで，企業がもつ生産手段などのリソー
スを分割し，それらを目的に合わせて柔軟に再構築する
リバンドリング [1]が提唱されている．
リバンドリングでは利害の異なる複数のステークホル
ダー (企業や顧客)が関わるため，ビジネスの成功にはス
テークホルダー間の信頼構築が重要である．そのために
は，あらかじめ想定される様々な不確実性 (他社が自社
リソースを悪用しないか？，低品質なリソースを提供し
ないか？など)を洗い出して対処する必要がある．
そこで我々は，ステークホルダー間の信頼関係をシン
プルな記法で表現できるステークホルダー信頼関係図を
新たに考案し，本図を用いてビジネスの不確実性を分析
する手法を提案する．本手法により，ビジネス検討の初
期段階から，信頼の懸念があるステークホルダーの関係
を特定し対処することで，ビジネス成功の確度を向上で
きる．
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